
2023年度

時 期 2年A巡 単元 学科 教科名

二級自動車シャシ、三級自動車シャシ

整備士テキスト３級（A/T編)

和気 ●■

坂井 ●■

該当

１．マニュアルト・ランスミッションにおけるクラッチの種類ごとの特徴を理解する。

２．オートマチック・トランスミッションの構造、作動を理解する。

３．CVTの構造、作動を理解する。

４．差動制限型ディファレンシャルを理解する。

５．オートマチック・トランスミッションの整備及び故障診断。

・マニュアル・トランスミッションのクラッチ特性について説明が出来る。

・オートマチック・トランスミッションの構造・作動について説明が出来る。

・CVTの構造・作動について説明が出来る。

・ディファレンシャルの構造・作動について説明が出来る。

・オートマチック・トランスミッションにおける基本的な故障診断が出来る。

・上記内容の国家2級試験問題が解ける。

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① MTクラッチの伝達、スプリングの特徴について

② AT、CVTの構造、作動について

③ ディファレンシャル装置の構造、作動について

・３級シャシテキスト、P15〜61を事前に読んでおくこと。

・トランスミッションの構造、機能、作動等について理解を深めておくこと。

・ディファレンシャルの構造、機能、作動等について理解を深めておくこと。

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

1．実務経験のある教員による授業科目

第1号様式（1/2）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

自動車販売会社で整備士としてシャシ装置分解点検整備の実務経験がある教員によりシャシの構造、作動、制御、システムに

ついて　　指導する。

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
11時限総時限

科 目 自動車工学

シャシ整備２Ａ

2023年4月1日



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 第２章　動力伝達装置 三級自動車シャシ

1、概要 二級自動車シャシ

2、構造機能 ビデオカメラ １

１）MT・クラッチの性能 モニター １

（１）伝達トルク容量

（２）クラッチ・スプリング

2 ２）AT

(１）遊星歯車式（プラネタリ・ギヤ・ユニット）

　（イ）トルク・コンバーター

(a）ポンプ・インペラとタービン・ランナ

(b）ステータによるトルクの増大

(c）トルク・コバータの性能曲線図

3 　（ロ）変速機構

(a）各クラッチ及びロー・リバース・ブレーキ

(b）バンド・ブレーキ機構

(c）ワンウェイ・クラッチ

4 (d）プラネタリ・ギヤ・ユニット

　          （e）変速のしくみ

　（ハ）電子制御装置

(a)センサ及びアクチュエータ

(b)ECUによる制御機能

5 　（ニ）油圧制御機能

(a）オイルポンプ

(b)バルブ・ボデー

(c)コントロール・バルブ

　（ホ）変速点

(a）Ｄレンジにおける変速点

(b）２レンジ及び１レンジにおける変速点

(c）キックダウン

第1号様式（2/2-1）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

2年A巡 学科 シャシ整備２Ａ



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

6   （ヘ）代表的なレンジの作動例 三級自動車シャシ

(a）Ｄレンジ１速 二級自動車シャシ

(b）Ｄレンジ2速 ビデオカメラ １

(c）Ｄレンジ3速 モニター １

(d）Ｄレンジ4速（オーバ・ドライブ）

(e)Rレンジ

(f)Ｎレンジ

(g)Ｐレンジ

7   （ト）ロックアップ機構

(a）ロックアップ解除状態

(b）ロックアップ締結状態

  （チ）安全装置

(a）インヒビタ・スイッチ

(b）急発進及び誤操作防止装置

①シフト・ロック機構

②キー・インタロック機構

③Ｒ(リバース)位置警報装置

8 (2)無段変速式(CVT)

  (イ）トルク・コンバータ

  (ロ）変速機構

(a)プラネタリ・ギヤ・ユニット

(b)プライマリ・プーリ及びセカンダリ・プーリ

(c)スチール・ベルト

(ハ）変速作動による変速比

(ニ）変速領域

(a)Ｄレンジ

(b)Ｌレンジ

(c)Ｓモード

(ホ）動力伝達経路

(a)プラネタリ・ギヤ・ユニット部

(b)プーリ部

9 3)差動制限型ディファレンシャル

  (1)トルク感応型

　  (イ)ディファレンシャルとしての作動

  　(ロ)差動制限力が発生する作動

  (2)回転速度差感応型

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1号様式（2/2-2）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年A巡 学科 シャシ整備２Ａ



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

4)インタ・アクスル・ディファレンシャル 三級自動車シャシ

  (1)インタ・アクスル・ディファレンシャルの作動 二級自動車シャシ

  (2)インタ・アクスル・ディファレンシャル・ロック機構 ビデオカメラ １

モニター １

10 3 整備

1)保守に係る点検・整備

  (1)電子制御式AT

2)動力伝達装置の不具合現象が発生している時の着目点

  (1)遊星歯車式AT

　(2)CVT

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1号様式（2/2-3）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年A巡 学科 シャシ整備２Ａ



2023年度

時 期 2年B巡 単元 学科 教科名

2級自動車シャシ

3級自動車シャシ

坂井 ●■

和気 ●■

する。

教科書、第3章及び第６章に該当する内容及び部品名称・役割について理解する。

第３章．アクスル及びサスペンション

第６章．ホイール・アライメント

１．サスペンションの種類

２．サスペンションの性能

３．ボデーの振動、揺動について

４．サスペンションからの異音について

５．乗り心地について

６．エアサスペンション

７.　電子制御式サスペンション

８．ホイール・アライメントについて

　上記について、理解をし説明が出来るようになる事

  整備科60点以上、 工学科70点以上で合格

アクスル及びサスペンション、ホイール・アライメントについての理解をしている事

3級シャシの「第３章　アクスル及びサスペンション」、「第４章　ステアリング装置」、「第６章　ホイール・アライメント」について

理解を深めておく事

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

自動車整備士としてシャシ装置分解点検整備の実務経験がある教員によりシャシ構造、作動、制御、システムについて指導

５．準備学習

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
11時限総時限

科 目 自動車工学

シャシ整備２Ｂ

2023年4月1日

1．指導教員の実務経験

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 第３章　アクスル及びサスペンション ２級自動車シャシ １

１　概要 ３級自動車シャシ １

　1)　アクスル リフト上での実車(下回り見る) １

  2)　サスペンション 各部品現物 数個

　　（１） 車軸懸架式 ビデオカメラ １

　　（２） 独立懸架式

2 2　構造・機能

  1)　サスペンションの性能

　 　（１） 機能

 　　（２）ボデーの振動及び揺動

    　   (イ）バウンシング

  　     (ロ）ピッチング

     　  (ハ）ローリング

   　    (ニ）ヨーイング

3 　 　（3）サスペンションから発生する異音

    　   (イ）スプリング関係

    　   　  (a）接触音

    　   　  (b）サージング音

    　   　  (c）がた音

    　   (ロ）ショック・アブソーバ関係

    　   　  (a）ダンパ打音

    　   　  (b）スイッシュ音

    　   (ハ）その他

    　   　  (a）ブッシュの音

    　   　  (b）ショック・アブソーバ・マウント・ラバーの音

    　   　  (c）バンプ・ストッパの音

4 　 　（4） 乗り心地

  2)　エア・スプリング型サスペンション

　 　（1） フロント・サスペンション

　 　（2） リヤ・サスペンション

　 　（3） エア・スプリング

5 　 　（4） レべリング・バルブ

　 　（5） エア・コンプレッサ

    　   (イ）サクション・バルブ及びデリバリ・バルブ

    　   (ロ）アンローダ・バルブ

　 　（6） ドライヤ

　 　（7） プレッシャ・レギュレータ

　 　（8） チェック・バルブ

　 　（9） プロテクション・バルブ

　 　（10） セーフティ・バルブ

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

2年B巡 学科 シャシ整備２Ｂ



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

6   ３)　電子制御式サスペンション ２級自動車シャシ １

　 　（1） ショック・アブソーバ制御式 ３級自動車シャシ １

    　   (イ） ECU リフト上での実車(下回り見る) １

    　   (ロ） コントロール・アクチュエータ 各部品現物 数個

    　   (ハ） ロータリ・バルブ ビデオカメラ １

    　   　  (a） 減衰力の切り替え

7 　 　（2） エア・スプリング制御式

    　   (イ） プレッシャ・センサ

    　   (ロ） ハイト・センサ

    　   (ハ） マグネティック・バルブ

    　   　  (a） 車高上昇時の作動

    　   　  (ｂ） 車高下降時の作動

    　   (ニ） ECUの制御

    　   　  (a） 初期制御

    　   　  (b） レべリング制御

    　   　  (ｃ） リモコン制御

3　整備

8 第6章　ホイール・アライメント

1　概要

2　構造・機能

  1)　前後輪の相互関係

　 　（1） ホイール・ベースの左右差

　 　（2） トレッドの前後差

  2)　キャンバ

　 　（1） キャンバの役割

　 　（2） 旋回時のキャンバ変化とキャンバ・スラスト

※実習場にて実車で説明する

9   3)　キャスタ

　 　（1） キャスタの役割

　 　（2） キャスタ・トレールの役割

    　   (イ） 直進時

    　   (ロ） 旋回時

　 　（3） キャスタのオフセット

  4)　キング・ピン傾角

　 　（1） キング・ピン傾角の役割

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年B巡 学科 シャシ整備２Ｂ





時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

10 　５）トー ２級自動車シャシ １

　　（１）トーインの役割 ３級自動車シャシ １

　　（２）トーインとサイド・スリップ量 リフト上での実車(下回り見る) １

　６）タイロッド長とトーの関係 各部品現物 数個

　７）スラスト角と後輪のトーの関係 ビデオカメラ １

11 　B巡履修試験

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年B巡 学科 シャシ整備２Ｂ





2023年度

時 期 2年C巡 単元 学科 教科名

2級自動車シャシ

3級自動車シャシ

和気 ●■

坂井 ●■

下記項目に該当する内容及び部品名称・役割について理解する。

1.ブレーキ装置 4.電気装置の配線

2.フレーム及びボデー 5.安全装置及び付属装置

3.外部診断機（スキャンツール）

下記項目に該当する内容及び部品名称・役割について説明ができる。

・学科履修試験での得点評価

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① ブレーキ装置について ④ 電気装置の配線について

② フレーム及びボデーについて ⑤ 安全装置及び付属装置について

③ 外部診断機（スキャンツール）について ⑥ ２・3級シャシの復習内容

※■⇒日産資格保持者 ※●⇒実務経験がある教員

1．指導教員の実務経験

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

教科担

当

発行日
教科書等

持参品
12時限総時限

科 目 自動車整備

シャシ整備２Ｃ

2023年4月1日

自動車販売会社で整備士としてシャシ装置分解点検整備の実務経験がある教員によりシャシ構造、作動、制御、システムにつ

いて指導する。

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

5.フレーム及びボデーについて

6.外部診断機（スキャンツール）の各機能について

7.CAN通信の概要・構造・通信方法について

8.エアバッグ及びシートベルトの安全装置について

9.付属装置について

1.ブレーキ装置の概要について

2.エア・ブレーキの構造・作動について

3.ABS等の各電子制御の概要・作動・制御について

4.補助ブレーキの種類・構造・作動について



時 期 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 第7章　ブレーキ装置 教科書 ２

　１　概要 ・２級自動車シャシ

　　　　1)ブレーキの性能 ・３級自動車シャシ

（１）空走距離、制動距離、停止距離

（２）空走距離及び制動距離の関係式

　　（イ）空走距離

　　（ロ）制動距離

（３）タイヤの摩擦係数の変化

　　　　２)制動時における不具合現象

（１）フェード現象

（２）べーパ・ロック現象

　２　構造・機能

　　　１）ブレーキの方式

（１）エア・油圧式ブレーキ

　　（イ）ブレーキ・バルブ

　　（ロ）制動倍力装置

2 (２)フル・エア式ブレーキ

　　(イ)リレー・バルブ

　　(ロ)マルチ（4ウェイ)・プロテクション・バルブ

 　 (ハ)ブレーキ・チャンバ

　  (ニ)スラック・アジャスタ

　  (ホ)ブレーキ本体

 　 (へ)ブレーキ・シュー拡張機構

3       ２)電子制御

（１）アンチロック・ブレーキ・システム（ＡＢＳ）

　　(イ)制動力の制御

　　(ロ)センサ

　　(ハ)ＥＣＵ

　　(ニ)アクチュエータ

　　(ホ)ＡＢＳの作動

（２）トラクション・コントロール・システムＴＣＳ

　　（イ）制御サイクル

　　（ロ）ＴＣＳの作動

　　（ハ）増圧作動時

　　（ニ）減圧作動時

　　（ホ）保持作動時

（３）電子制御式ブレーキ・システム（ＥＢＳ）

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

2年C巡 学科 シャシ整備２Ｃ



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

4 　　　３）補助ブレーキ 教科書 ２

(１)エキゾースト・ブレーキ ・２級自動車シャシ

　　（イ）構造 ・３級自動車シャシ

(２)電磁式リターダ（エディ・カレント・リターダ）

(３)永久磁石式リターダ

(４)流体式リターダ

(５)エンジン・リターダ

３　整備

5 第８章　フレーム及びボデー

　１　概要

　２　構造・機能

　　　　１)フレームの構造

(１)フレームの機能

　　（イ）外力

　　（ロ）軸重の計算

　　　　２)ボデーの構造

（１）乗用車

（２）トラック

（３）バス

（４）ボデーの機能

（５）ボデーの安全構造

　　（イ）前面衝突エネルギの吸収構造

　　(ロ)側面衝突エネルギの吸収構造

３　整備

6 第９章　電気装置

7 Ⅲ　外部診断器（スキャン・ツール）

8 　　　１)ＥＣＵによる自己診断機能

　　　２)外部診断器の活用

Ⅴ　電気装置の配線

　１　概要

　２　構造・機能

　　　１)多重通信

(１)ＣＡＮ通信

(２)通信方法

(３)通信規制

(４)バス・ライン上の電圧変化

（５）エラーの検知とリカバリ

(６)点検・整備

　　２）配線図の見方

（１）配線図の見方

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容
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2年C巡 学科 シャシ整備２Ｃ



時 期 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

9 Ⅵ　安全装置及び付属装置 教科書 ２

10 　１　概要 ・２級自動車シャシ

11 　２　構造・機能 ・３級自動車シャシ

　　　１)ＳＲＳエアバッグ

(１)装置の構成

　(イ)ＥＣＵ

　(ロ)インパクト・センサ

　(ハ)ケーブル・リール

　(ニ)エアバッグ・アセンブリ

　（ホ）ワイヤ・ハーネス

（２）作動

　　　２)シート・ベルト

（１）装置の構成

（２）作動

３)カー・ナビゲーション

(２)自車位置検出方法

(３)マップ・マッチング

３　整備

(１)脱着時の注意事項

(２)運転席エアバッグ・アッセンブリ

２)作動処理

(１)車内での作動処理

(２)単体での作動処理

学科履修試験

　出題試験項目

1.ブレーキ装置

2.フレーム及びボデー

3.外部診断機（スキャンツール）

4.電気装置の配線

5.安全装置及び付属装置

6.2年C巡までの復習問題

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）
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